
インターコンチネンタル
ホテル大阪

うめきた
広場

ノースゲート
ビルディング

阪神高速道路池田線
梅田出口

グランフロント大阪

ナレッジキャピタル
コングレコンベンション

センター

阪
急
梅
田
駅

地
下
鉄
梅
田
駅

JR大
阪駅

阪神
梅田
駅

ダイバーシティ時代、
女性たちの

セルフプロデュース

一般社団法人 女性と地域活性推進機構
Woman & Regional Activi Propulsion Organization

医療・福祉・介護をITでつなぐ

輝く女性のためのシンポジウム第１回

9月12日9月12日金
2014年2014年

開場14：00・開演14：30～18：00

開 催 日 時

会　　場 ス ペ シ ャ ル ゲ スト

参 加 申 込 方 法

We connect Medical, Care, Welfare by Information Technology
一般社団法人 女性と地域活性推進機構 事務局
〒550-0005　大阪市西区西本町1丁目3番１５号大阪建大ビル１０Ｆ
株式会社アルメディア・メディカルラボ（内）
TEL▶06-6536-1957／FAX▶06-6536-1952／mail▶info@wao.jp.net
URL▶http://WAO.jp.net　　 https://www.facebook.com/WAO.jp.net

当シンポジウムは、シャイン・ウィークス公式サイドイベントです。
詳しくはこちらのサイトをご覧ください。
http://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr_ha/page22_001190.html

主催・お問い合わせ先

近畿経済産業局
大阪労働局
大阪府
大阪市
公益社団法人関西経済連合会
一般社団法人関西経済同友会
大阪商工会議所
大阪デジタルコンテンツビジネス創出協議会
一般社団法人エメラルド倶楽部
カサブランカエグゼクティブ倶楽部
関西ベンチャー学会女性起業家研究部会

ナレッジキャピタル
コングレコンベンションセンター
（グランフロント大阪北館B2）

対談：テーマ
「ダイバーシティ時代、女性たちのセルフプロデュース」

遙 洋子氏を
お迎えしてのディスカッション

タレント・作家の

先ごろ安倍首相が発表された、
「女性が輝く社会に向けてウィメノミクスを発信する」として
同日9月12日より、東京にて国際シンポジウムを開催されますことを受け
大阪でも女性の活躍について関心を持って頂くため、
わたしたちWAOから発信したいという決意で立ち上げたシンポジウムです。

会費
無料

後　援

WAOウェブサイト（http://WAO.jp.net）に設けられた、
「第１回輝く女性のためのシンポジウム」の参加申込フォーム
よりエントリーください。

http://diversity.wao.jp.net/
●参加方法に関するお問い合わせ
☎06-6536-1957／eメール：info@wao.jp.net



登 壇 者 プ ロ フ ィ ー ル

大阪府出身・武庫川女子大学短期大学部国文科卒業。
1986年、読売テレビ「ときめきタイムリー」で上岡龍太郎氏と共に司会を務め、本格的なタレント活動を開始。その後、テレ
ビ・ラジオ・執筆と活動の幅を広める。タレント活動を続けるかたわら、1997年から3年間、東京大学・上野千鶴子教授のも
とでフェミニズム社会学を師事。その集大成として著した『東大で上野千鶴子にケンカを学ぶ』がベストセラーに。また、自
らの父親の介護に携わった経験から著した『介護と恋愛』では、キャリアウーマンが抱える現実を浮き彫りにし、高齢者介
護への新たな視点も築く。その他、シングル女性の生き方を描いた『結婚しません。』は、日本図書館協会選定図書に選ば
れる。また、自らがタイガースファンであることから著した『野球は阪神　私は独身』など。
自分の生き方、あり方についての考えには、誰にも負けないパワーと説得力があり、持ち前の大阪弁を生かした喋りでお
なじみのタレント、そして作家。
2006年秋には、自作『介護と恋愛』の脚本を手がけ、NHKでドラマ化。芸術祭参加ドラマに選ばれる。
『日経ビジネス』（日経BP社）でコラム“働く女性の眼”を４年間連載後、日経ビジネスオンラインWEBサイトで、“遙なるコン
シェルジュ”を現在好評連載中。働く男女に熱いエールを送り続けている。また情報誌の「関西ウォーカー」にてコラム“遙洋
子のケンカの仕方 困ったちゃんに右フック！”も連載中。明るく愉快で軽快なコラムが好評を博している。
関西テレビ『たかじん胸いっぱい』にも出演中。

遙　 洋子氏
タレント・作家

京都府立大学農学部卒業。平成5年4月1日大阪府省入庁。環境農林水産部、監査事務局、商工労働部等で勤務。
平成24年4月1日から現職。平成25年9月2日より、大阪府女性の就業機会拡大プロジェクトチームチーム長。

藤原 由実氏
大阪府女性の就業機会拡大プロジェクトチーム長

大川 あゆみ氏
公益社団法人関西経済連合会労働政策部次長

松井 伊代子氏
大阪商工会議所

京都大学医学部人間健康科学科看護学専攻卒（看護師・保健師免許保有）。
在学中にミス日本受賞、１年間の任期の後、タレントとして活動。平成教育委員会などのクイ
ズ番組を始め、テレビ、ラジオ、雑誌などで活躍。その傍ら、マナースクールを設立。「ONと
OFFのつくり方」をテーマに女性の綺麗を応援。
大学卒業後は、医療福祉コンサルタントとしての会社勤務を経て、国連ニューヨーク本部で
のインターンを経験。現在はフリーのコンサルタントとして、ODAなどを利用した企業の海
外進出や健康食品・化粧品などのブランディングのサポートの他、医療機関向け研修講師、
マナー講師なども行っており、若手女性の生き方の選択肢を広げるために自ら実践中。

島村 実希氏
司会者・フリーコンサルタント

1986年結婚第一子出産。1988年第二子出産子育てに励む。1989年有限会社センテック九州
入社下着販売トップセールスになる。1992年有限会社ティ・アール・コーポレーション設立取締
役就任。1994年下着販売の代理店として、九州制覇を目指す。のち、全国にランジェリーインス
トラクターを育成する。1997年全国42都道府県に女性の社会進出するための女性リーダー育
成。「女性の自立」をテーマにブラッシュアップセミナーの講演活動をし、年商8億を達成し、代表
取締役に就任。2002年会社本社を長崎から大阪へ移転し、大阪を中心に活動。2005年美容事
業でのアイブロウに特化した技術を習得しスクール事業をスタート。2008年美容クリニックとビ
ューティーサロン複合サロン事業に携わり、目元専門サロンをOPEN。2010年一般社団法人エ
メラルド倶楽部理事と関西支部長兼任女性の経営者のネットワーク創りをする。2012年アイブ
ロウの新ブランドのメーカーとしての商材開発・独自のスクールカリキュラムスタート。日本初、ブ
ロウティスト認定試験での検定制度をスタートする、。2014年公益資本主義推進協議会大阪準
備委員会副委員長と務める。エメラルド倶楽部関西として、書籍「女の本気」出版。

福森 鈴子氏
一般社団法人エメラルド倶楽部 理事

カレン・ジュリア・ウォーターズ氏

大阪樟蔭女子大学学芸学部食物学科卒業。会社員、割烹料理屋の女将を経て、平成3年イ
ベントのプロデュースをメインにキーウェスト創立。平成8年、株式会社アルコネクションプロ
ダクツ設立。「企業のウェブ戦略室」としてネットマーケティングに力を注ぐ。
さらに、小規模フランチャイズの総合商社を目指し、フランチャイズステーション株式会社に
平成24年7月、参画。フランチャイズステーション株式会社取締役。
女性の就業支援をITで繋ぐというコンセプトで一般社団法人女性と地域活性推進機構
（WAO)に平成26年1月に理事として就任。
自らワークライフバランスを実践。そのノウハウや考え方を後輩のために拡げたいと考えて
いる。外に出て働けない主婦の方や障害者の方、高齢者の方に活躍していただけるテレワ
ークステーション構想をWAOを通し実現に向けて構想中。

中西 理翔氏
株式会社アル・コネクションプロダクツ 代表取締役

関西ベンチャー学会副会長、関西ベンチャー学会女性起業家研究部会主査、女性起業家ネ
ットワークわくらく代表。女性の起業支援、ビジョン作成コンサルティング、リラクゼーション
分野の集客イベント企画、セミナー・シンポジウムの企画運営を行なう。1998年京都大学工
学研究科合成・生物化学専攻修士課程卒業。
好きなことを仕事にして、もっともっと人生を楽しもう！と20代最後の年にメーカーを退職し、
アロマセラピスト、ネイリストとしての活動を始める。しかし、技術は身につけていても、経営、
営業に関しては全く知識、経験がなかったことに気が付く。試行錯誤する中で、同じような境
遇のセラピストが多数存在することに着目し、セラピストのネットワーク「わくらく」を設立。複
数の癒しメニューをパッケージにして、展示会、ショールームなどに集客方法として提案する。
法人化をきっかけにセラピストだけでなく、広く起業を目指す女性のサポート体制を整える。
（女性向け起業塾、事業コンサルティング）2012年よりスタートアップだけでなく、ステージア
ップのサポートにも力を入れ、資金調達、組織作りのサポートも行う。

三根 早苗氏
有限会社パワーエンハンスメント 代表取締役社長

オーストラリア人の父と日本人の母との間に生まれる。小学校から中学3年生まで父の仕事の
関係で、福井県で過ごす。帰国後、ゴールドコースト市の私立St.Michaels Collegeを卒業。
再び単身来日留学し、1994年立命館大学文学部卒業。オーストラリア大手不動産会社
Ray White国際部にて通訳翻訳業に従事。1998年、三たび来日し、英語講師および通訳翻
訳業を務める傍ら、国際交流事業や民間のボランティア事業に積極的に参加。
オーストラリア公立小学校にて「習字」や「折り紙」などの日本文化の紹介や日豪間の姉妹都市
交流活動のコーディネーター業務など二人の男児を育てながら、老若男女問わぬ幅広い地域
住民との交流や教育機関など多方面で活動。日本の文化に深く親しみ、華道書道茶道着付な
どをたしなみ手話サークルにも在籍。

プ ロ グ ラ ム

※内容は変更になる場合がございます
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開演

開会のあいさつ
一般社団法人 女性と地域活性推進機構 代表理事 堀内智子

近畿経済産業局ごあいさつ

ご講演 公益社団法人関西経済連合会 労働政策部次長 
大川あゆみ氏　テーマ「女性活躍推進への関経連の取り組み
方向 ～『ダイバーシティ研究会』の議論から～」

ご講演 一般社団法人 エメラルド倶楽部 理事 福森鈴子氏
テーマ「女の本気」

ご講演 大阪府女性の就業機会拡大プロジェクトチーム長
藤原由美氏　テーマ「若年女性の抱える課題は・・・？？？」

休憩

対談スペシャルゲスト 遙洋子氏をお迎えしての対談
福森鈴子氏、カレン・ジュリア・ウォーターズ氏、中西理翔氏
テーマ「ダイバーシティ時代、女性たちのセルフプロデュース」

休憩

企画女性起業家ビジネスプラン3例の事例発表
~実践は身近なダイバーシティの視点より~
総括 有限会社 パワーエンハンスメント 
　　 代表取締役社長 三根早苗氏

ご講演 大阪商工会議所 松井伊代子氏
テーマ「働く女性の活躍で大阪の企業を元気に！
～大阪商工会議所が取り組む女性の活躍推進事業について」

閉会のあいさつ
一般社団法人 女性と地域活性推進機構 理事 高畑道子

http://wao.jp.net

について
　一般社団法人女性と地域活性推進機構（WAO）
は、年齢にかかわることなく、すべての女性が業種・
職種の枠を超えて、働き方を自ら選択し、やりがい
を持って社会参加できる地域社会作りを理念に掲
げ、2014年1月、ITと介護の女性経営者4人で立ち上げました。
５月29日には堂島ホテルで設立記念講演＆パーティを行い、112名の方にお
集まりいただき、みなさまの前でＷＡＯの活動について宣言を行いました。
また、ＷＡＯランチ会、研究会を立ち上げ活動を開始しております。
是非とも一緒に活動頂ける会員様・ご賛同いただける賛助会員さまも常に募
集致しております。詳しくはホームページをご参照ください。

代
表
理
事 

堀
内
智
子

女性起業家ビジネスプラン事例発表
~実践は身近なダイバーシティの視点より~

株式会社グランディーユ 小笠原恭子さん（堺市）
http://ameblo.jp/elegante26/
「障害者に経済的自立を！ －働く場の拡充ー」

株式会社モンリエール 村田尚美さん（宇治市）
http://www.hanasenka.jp/
「生きているような石鹸
素材にこだわり素肌のチカラを取り戻す石鹸の販売へ」

美脳アカデミー 大河原幸子さん（大阪市）
http://www.binou.info/
「夢を叶える速読教室
速読教室を通してシニアやシングルマザーの活躍を応援」

事例発表❶ 

事例発表❷ 

事例発表❸

　https://www.facebook.com/WAO.jp.net


